
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察
や

交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
に
向
け
た
広

報
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
意

識
及
び
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
行
政

が
連
携
し
、
防
犯
活
動
の
展
開
や
防
犯
協
会

を
中
心
と
し
た
協
力
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
県
が
推
進
す
る
「
ち
ゅ
ら
さ

ん
運
動
」
や
、
平
成
24
年
１
月
に
暴
力
団

排
除
条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
警

察
や
民
間
団
体
、
学
校
、
市
民
一
体
と
な
っ

て
犯
罪
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
放
射
能
事
故
の
甚
大
な
被
害

を
教
訓
に
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
立

場
か
ら
、
引
き
続
き
国
に
対
し
て
ホ
ワ
イ

ト
・
ビ
ー
チ
へ
の
原
子
力
艦
船
の
寄
港
中
止

と
必
要
な
安
全
対
策
な
ど
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
航
空
機
騒
音
な
ど
過
重
な
基
地

負
担
の
解
消
と
と
も
に
、
日
米
地
位
協
定

の
抜
本
的
見
直
し
や
基
地
か
ら
派
生
す
る

事
件
・
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
も
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
日
米
両
政
府
と
米
軍
に

強
く
訴
え
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
行
政

改
革
大
綱
に
掲
げ
て
い
る
、「
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」、「
市

民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政

運
営
の
構
築
」、「
行
政
経
営
の
視
点
に
立
っ

た
市
政
運
営
の
推
進
」
と
い
う
３
つ
の
視

点
に
基
づ
き
、
実
施
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

統
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、「
人
と

環
境
に
や
さ
し
い
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的

な
庁
舎
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
基
本
設

計
業
務
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
は
実
施

設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

統
合
庁
舎
建
設
に
伴
う
庁
舎
等
の
跡
利

用
を
含
め
、
本
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設

等
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め

る
と
と
も
に
最
大
限
に
有
効
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
将
来
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
と
具
体

的
な
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
庁
舎
の
供
用
開
始
を
見
据

え
て
、
組
織
機
構
の
見
直
し
や
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
窓
口
の
設
置

な
ど
に
向
け
、全
庁
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

行
政
事
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、

市
民
課
、
納
税
課
及
び
水
道
局
の
窓
口
業

務
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
本

年
度
は
新
た
に
野
犬
・
ハ
ブ
等
対
策
事
業

の
民
間
委
託
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
と
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、「
人
材
育
成
基

本
方
針
」
に
基
づ
く
各
種
研
修
を
実
施
し
、

職
員
の
資
質
向
上
と
能
力
開
発
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
適
正
配
置
の
人
事
管
理
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
健
康
管
理
に
留
意

し
た
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
意
識

改
革
と
企
画
立
案
能
力
の
向
上
、
そ
し
て

行
財
政
運
営
の
健
全
化
等
を
図
る
た
め
、

行
政
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

市
税
に
つ
い
て
は
、
最
も
重
要
な
自
主

財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
財
源
確
保

の
た
め
、
引
き
続
き
適
正
か
つ
公
平
な
課

税
に
努
め
ま
す
。

徴
収
に
お
い
て
は
、
滞
納
整
理
の
強
化

を
図
り
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
繰
越
額
の

縮
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
税
の
申

告
に
関
す
る
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

地
方
税
電
子
申
告
等
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
納
税
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
開
始
し
た
軽
自
動
車
税
に
加
え
、

本
年
度
は
新
た
に
市
県
民
税
、
固
定
資
産

税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
に
も
拡
大
し
、

納
付
に
関
す
る
市
民
の
利
便
性
向
上
に
努

め
ま
す
。

以
上
、
平
成
24
年
度
の
市
政
運
営
に
あ

た
り
、
私
の
所
信
と
予
算
案
、
主
要
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
地
域
主
権
改
革
一
括
法
が

施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
基
本
計
画
（
仮
称
）
と
沖
縄
振
興

一
括
交
付
金
（
仮
称
）
な
ど
の
初
年
度
で

あ
り
、
沖
縄
は
転
換
期
を
迎
え
ま
す
。
住

民
に
最
も
身
近
な
地
方
自
治
体
で
あ
る
本

市
に
お
い
て
も
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
政
策
立
案
と
実
行
力
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
き
ま
す
。

う
る
ま
市
に
は
、自
然
、歴
史
、文
化
、

地
理
的
特
性
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
が
あ

り
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は

こ
れ
ら
の
資
源
を
生
か
し
つ
つ
、
新
た
な

発
想
と
行
動
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
転
換
期
に
お
い
て

も
、
社
会
経
済
情
勢
を
的
確
に
捉
え
、
市

民
の
安
心
と
暮
ら
し
の
向
上
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
市
の
将

来
像
で
あ
る
「
人
と
歴
史
が
奏
で
る
自
然

豊
か
な
や
す
ら
ぎ
と
健
康
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
24
年
２
月
22
日

う
る
ま
市
長　

島
袋　

俊
夫

窓口業務が民間委託されている市民課窓口
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